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第１６回 全国シンポジウム 開催を迎えて

岩手医科大学 医学教育学講座地域医療学 伊藤 智範

このたび、第16回全国シンポジウムを開催させていただくこととなりました。

本シンポジウムは「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育」をメインテーマに掲げ、

鹿児島大学の主催により2009年から毎年開催されています。これまでの15年間、

国・行政ともタイアップしながら幅広い議論を重ねてまいりました。今回は、昨年

のテーマを踏襲しながら、「地域推薦枠医師の貢献、そしてその課題を考える」と

設定して、“地域枠医師に関する医療機関からの報告と、地域枠医師による地域での

貢献と提言”をサブタイトルと設定しました。

地域枠医師が義務年限を終了し始める時期になり、実際に地域で貢献してさまざま

な還元効果をもたらし始めたものと思われます。この制度は、医師の偏在是正につ

いて、一定の効果をもたらすものと期待されており、その役割は今後の日本の医療

全体のなかで、重要な骨組みになっていくことは間違いありません。そこで、今回

のシンポジウムでは、全国の地域枠医師を育成している大学や地域医療センターな

どから、地域医療に貢献している具体例として、①地域の医療機関での貢献（医療

機関から）②貢献している地域枠医師からの報告と提言（地域枠医師から）につい

て、全国で活躍中の地域の医師と、その医療機関から発表をしていただくことにな

りました。持続可能性のある地域枠制度を深く議論する貴重な時間になるものと期

待しています。

都市部でさえも人口減少が見込まれている日本で、持続可能性のある社会を俯瞰し

ていくためにも、全国からの多数のご参加を心からお待ちしております。
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第16回全国シンポジウムの開催のごあいさつ

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 教授

大脇 哲洋

鹿児島大学では、「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」という
テーマの下、下記のような主題を掲げ、これまでに15回の全国シンポジウムを開催し
てきました。今回16回目を迎えることになりました。

・第１回 平成21年２月 ～問題点の抽出と対策に関するシンポジウム～
・第２回 平成22年２月 ～大学と自治体の連携に関するシンポジウム～
・第３回 平成23年３月 ～地域医療実習教育の実践～
・第４回 平成24年３月 ～地域推薦枠医学生のキャリアアップ構築～
・第５回 平成25年３月 ～地域住民が医師を育てる～
・第６回 平成26年２月 ～卒後のキャリアと専門医制度～
・第７回 平成27年２月 ～地域医療支援センターの役割～
・第８回 平成28年２月 ～新専門医制度下のキャリア形成～
・第９回 平成29年２月 ～新専門医制度と地域枠卒業医師のその後～
・第10回 平成30年２月 ～新専門医制度下の地域枠卒業医師の動向～
・第11回 平成31年３月 ～地域医療対策協議会の役割の変遷を受けて～
・第12回 令和2年２月 ～地域枠制度がもたらしたもの～
・第13回 令和4年２月 ～ICTを活用したこれからの地域医療/

プライマリケア教育・研修を考える～
・第14回 令和5年２月 ～シームレスなキャリア形成プログラムの策定と運用～
・第15回 令和6年３月 ～地域枠１期生医師からの示唆～

2010年度から本格的に設定された地域枠医学生の定員は年々増加し、一定の人数
が臨床の現場に出ています。過去の本シンポジウムでは、地域枠医学生の教育手法お
よび離脱予防を含めたキャリア構築について議論し、地域枠制度の運用に関する課題
についてある程度の結論は得られました。地域枠制度の導入により、地域の医師数は
確実に増えてきていますが、令和８年度以降は、医学部定員削減の中で、地域枠医学
生の定員の見直しが進められています。都道府県においては「キャリア形成卒前支援
プラン」を大学などと連携しての策定しておりますが、ようやく義務終了を迎える地
域枠医師が出てまいりまして、昨年は１期目の地域枠医師からの意見を聞きました。

そこで今回は、テーマを「地域枠医師の貢献、そしてその課題を考える」とし、地
域の医療機関で就労した当事者医師及び、その管理者から経験と考えを聞き、地域枠
制度の効果や課題について討論し、参考にしていただきたいと思います。今年度も、
未来の地域医療を支えるための有意義なシンポジウムにすべく、ご参加をお願いする
次第です。 2025年2月吉日
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日 時：令和7年2月21日（金曜日）13：00～16：40

場 所：ハイブリッド開催 会場：一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センター内）

オンライン：ZOOM配信

参加者：地域枠医学生に関する事象に携わる自治体・大学・学生・医療機関・

地域医療支援センター関係者、並びに興味のある方々

座 ⾧：伊藤 智範（岩手医科大学 医学教育学講座地域医療学 教授）

大脇 哲洋（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター/地域医療学分野 教授)

第１6回 全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」
～地域枠医師の貢献、そしてその課題を考える～

13：00 開会挨拶 開催趣旨説明

13：05 基調講演 「地域医療を担う人材の養成について」
文部科学省 医学教育課 課⾧ 俵 幸嗣   様

13：30 情報提供 「全国及び地域枠専攻医選択状況 2018～2024年度のデータ解析」
鹿児島大学大学院 離島へき地医療人育成センター／地域医療学 教授 大脇 哲洋

13：30 特別講演「過疎地域の現状と地域課題への対応」
島根大学教育学部 教授/教育学部 附属学校部⾧ 作野 広和 先生

14：15 休 憩（10分間）

～シンポジウム～
14：25 1-1.「⾧崎県における地域枠医師の貢献、その現状と課題

～⾧崎県医学修学資金貸与制度、自治医科大学制度を含めて～ 」
⾧崎県対馬病院 院⾧/⾧崎県離島医療医師の会（もくせい会）顧問 八坂 貴宏 先生

1-2.「離島出身の地域枠医師の現状と展望」
⾧崎県対馬病院 内科・総合診療科 鋸崎 翔太 先生

14：45 2-1. 「離島医療に挑む地域枠医師たちの勇気と探究心」
種子島医療センター 院⾧ 髙尾 尊身 先生

2-2.「種子島で求められる医療 ～内科医・循環器内科の立場から～ 」
種子島医療センター 循環器内科医⾧ 東 祐大 先生

15：05 3-1.「幡多地域医療道場を通じたSEED学生・卒業生との関わり」
高知県立幡多けんみん病院 副院⾧/研修管理センター⾧/内科部⾧ 川村 昌史 先生

3-2. 「地域枠卒業生としてのneedsとseeds 義務終了を目前にして今思うこと」
高知県立幡多けんみん病院 循環器内科副医⾧ 髙畑 翔太 先生

15：25 4. 「「地域医療」に従事する面白さ～普代村国保診療所での9年間を振り返って～」
くじ整形外科・内科クリニック 柾屋 美緒 先生

15：45 休 憩（10分間）
15：55 討 論（40分間）
16：40 終 了 5



文部科学省 高等教育局　医学教育課
課⾧ 俵 幸嗣 様

基調講演 「地域医療を担う人材の養成について」
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情報提供

「全国及び地域枠専攻医選択状況　

　　　　　　　　　　　　　　2018-2024年度のデータ解析」

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター

教授 大脇 哲洋
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特別講演 「過疎地域の現状と地域課題への対応」

島根大学教育学部 教授/
附属学校部⾧ 作野 広和 先生

51



第 16 回 全国シンポジウム 

「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」 

 

過疎地域の現状と地域課題への対応 

～集落対策の意義と可能性～ 

島根大学教育学部   

作 野 広 和  

 

Ⅰ はじめに  

 

 

 

 

 

Ⅱ 過疎地域の現状と地方人材の育成 

 

 

 

 

 

Ⅲ 地区・集落の状況に応じた地域課題への対応  

 

 

 

 

 

Ⅳ どうしても守れない集落に対する「むらおさめ」 

 

 

 

 

 

Ⅴ おわりに 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

 作野広和 島根大学教育学部社会科教育専攻地理学研究室・附属学校部長（兼任） 

 〒690-8504 松江市西川津町 1060  Tel & Fax : 0852-32-6107 Mobile : 090-2006-9162 

 E-mail : hsakuno@edu.shimane-u.ac.jp 
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どなたでもご参加いただけます

作野広和氏：島根県松江市出身，広島大学大学院文学研究科修了，専門は農村地理学
総務省過疎問題懇談会構成員，兵庫県地域再生アドバイザー，邑南町顧問等，役職多数

お問い合わせ先

安佐北区役所地域起こし推進課 TEL 082-819-3904 担当：刀山・松岡

E-mail : as-chiiki@city.hiroshima.lg.jp FAX：082-815-3606

2025 年２月25日（火）14：00～16：00日 時

● 第１部 ： 14時10分～15時15分 講師 ： 作野広和さん（島根大学教育学部教授）

講演「お悩み解決！ これからの地域コミュニティ」

● 第２部 ： 15時20分～15時55分 みんなでお悩みを出し合って解決方法を探ります

意見交換「みんなで考える！ 地域コミュニティのこれまでとこれから」

お悩み解決！
これからの地域コミュニティ

会 場
安佐北区役所
４階講堂

講師

作野広和さん

島根大学教育学部

教授

附属学校部長

自治会・町内会に加入しない世帯が増えている

役員のなり手が少なく、人材が固定化している

行事に住民が参加してくれない

地域課題の解決をしたいけど、
どうしてよいかわからない

LMOと自治会・町内会との
役割分担ができていない

人口減少・高齢化を前に、何をやっても
無駄な抵抗に思える

安佐北区コミュニティ交流協議会勉強会

区役所駐車場のほか、
高架下駐車場もご利用
できます
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学生から見た
日貫地区
報告会

体験報告　泉　 海斗（島根大学教育学部社会科教育専攻 � 年生）
　　　　　「日貫地区に滞在して」

学生報告　尾添 誠仁（同 � 年生）　「島根版スイス !? 自然溢れる「日貫」」
　　　　　藤田 翔伍（同 � 年生）　「住みたい日貫地区を目指して」
　　　　　大石 将輝（同 � 年生）　「日貫地区の農業を盛り上げる」
　　　　　内坂 一葉（同 � 年生）　「日貫地区における神社・仏閣とその活用」　

主催　邑南ラボ
　　　（島根大学教育学部地理学研究室）

月 日2
10:30 ~ 12:00

22

参 加
無 料

土

共催　邑南町　協力　日貫公民館
お問い合わせ　邑南町役場地域みらい課
　　　　　　　電話　����-��-����　

令和 � 年

約２週間日貫地区に滞在した泉海斗さんと日貫のまちあるきに参加した
１年生４人が日貫地区や日貫小学校の魅力などを報告します。
日貫地区の皆さん、ぜひ学生の報告を聞きにお集まりください！

会場　日貫公民館
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フォーラム

主催：邑南ラボ 共催：邑南町
〔お問合せ〕邑南町役場地域みらい課 ℡0855-95-1117 / IP3019
                  メール mirai@town-ohnan.jp

テーマ

持続可能な地域コミュニティ

地域の未来を描く

令和7年2月22日(土)
14:00～16:30
矢上交流センター

今回の邑南ラボフォーラムでは、自分た

ちの地域の将来について「話し合いを始

めている地区」、「話し合いを始めたい

けどどう進めようか迷っている地区」の

皆さんといっしょに地域の未来の描き方

を考えていきたいと思います。

第11回

基調講演

 地域資源の再発見と将来ビジョンの構築

 講師 作野 広和 教授

 （邑南町顧問、島根大学教育学部教授・附属学校部長）

情報提供

 地域ＤＸ～デジタル技術で地域をどう変えるか～

 情報提供者 檜谷 邦茂 氏

 （一般社団法人小さな拠点ネットワーク研究所 代表理事）

Ｑ＆Ａセッション

 どんなふうに話し合いを進めたか
地域で話し合いを進めている地区の方に、話し合いの
進め方などについてお聞きします。
 コーディネーター 白石 絢也 氏

 （一般社団法人小さな拠点ネットワーク研究所）

参加費
無料

申し込み
不要
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「長崎県における地域枠医師の貢献、その現状と課題

～長崎県医学修学資金貸与制度、自治医科大学制度を含めて～」

⾧崎県対馬病院/⾧崎県離島医療医師の会（もくせい会)
院⾧/顧問 八坂 貴宏 先生
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「離島出身の地域枠医師の現状と展望」

⾧崎県対馬病院 内科・総合診療科
鋸崎 翔太 先生

2021年⾧崎大学卒業 総合診療科専門
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「離島医療に挑む地域枠医師たちの勇気と探究心」

種子島医療センター
院⾧ 髙尾 尊身 先生

102



2025/2/21

103



104



26

 

 

7

24
40 50 /

105



80

106



0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

0
1
2
3
4
5
6
7
8

30 40

10

29 8 4
5

107



win win

Challenge
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a Esophagogastroduodenoscopy reveals a tumor with an ulcer on the 
lesser curvature of lower body of the stomach. b Tumor in the primary 
lesion almost disappears after six courses of pembrolizumab.

Conversion surgery for microsatellite instability-high gastric 
cancer with a complete pathological response to 
pembrolizumab: a case report.
Hidaka Y, Takao S, et.al World J Surg Oncol. 2022 Jun 10;20(1):193.
Tanegashima Medical Center
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「種子島で求められる医療

〜内科医・循環器内科の立場から〜 」

種子島医療センター
循環器内科医⾧ 東 祐大 先生

2016年鹿児島大学卒業 心臓血管内科専門
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「幡多地域医療道場を通じたSEED学生・卒業生との関わり」

高知県立幡多けんみん病院
副院⾧/研修管理センター⾧/内科部⾧ 川村 昌史 先生
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「地域枠卒業生としてのneedsとseeds

義務終了を目前にして今思うこと」

高知県立幡多けんみん病院
循環器内科副医⾧ 髙畑 翔太 先生

2017年高知大学卒業 循環器内科専門
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「 「地域医療」に従事する面白さ

～普代村国保診療所での9年間を振り返って～ 」

くじ整形外科・内科クリニック
柾屋 美緒 先生

2007年岩手医科大学卒業 普代村奨学金養成医師
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「地域医療」に従事する面白さ 
～ 普代村国保診療所での 9 年間を振り返って ～ 

くじ整形外科・内科クリニック 柾屋 美緒 
【岩手県 普代村の概要】 
 岩手県の沿岸北部に位置する。東方一帯が太平洋に面しており漁業資源が豊富で、産業は

漁業・養殖業が多くを占め、住民の約半数は漁業・養殖業・水産加工業に従事する「漁村」。 
 人口約 2300 人弱（2024 年 12 月現在）と県内で最も人口の少ない村。高齢化率は約 47.1%
と県内全体の高齢化率より約 10％以上高い（2024 年 12 月現在、岩手県高齢化率：35.6%） 
 
【普代診療所への赴任】 

東日本大震災直後の 2011 年 4 月～2020 年 3 月までの 9 年間 17 代目の所長として赴任 
 
【私の考える地域医療】 
「地域の自然環境や、個人の生活・人生とかかわることができるさまざまな医学の要素

を含む医療」 
 
【私の考える地域医療を担う医師としての役割】 
➢ 住民・行政・介護・福祉などに対し現時点で最も医学的に正当な提言をする 
➢ 地域住民のホームドクター（かかりつけ医）として日常診療から看取りまで対応 
➢ 地域住民が他の医療機関等で対応困難となった際の最後の砦（在宅や施設で対応） 
➢ 個々の患者やその家族のニーズに沿って個別に対応（医療者側が順応） 

 
【地域医療の醍醐味】 
地域住民の「生老病死」の多くの切迫した場面に関わらざるを得ないのが現実だが、外来・

在宅などでの診療の他、保健・予防活動で地域住民に関わる中で、医療の分野を超えた家庭

環境や人間関係等の複雑な問題を目の当たりにすることも多く、「病気だけではなく“人”

をみて、人生のさまざまな場面において“患者に寄り添う”ことができる全人的な医療」を

行うことができる。地域医療でしかできない貴重な経験や、地域医療でしか培われない医師

としてのマインド（精神）がある。 
 

【地域医療が抱える問題】 
 マンパワー不足が主である。一人の医師が犠牲になるという地域（僻地）医療のイメージ

を払拭できるよう複数の医師が地域と基幹病院を数年ごとに循環し、医師自身がスキルア

ップしつつ、そのスキルを地域にフィードバックする「循環型のスキルアップシステム」の

構築こそが今後の地域医療を守るために必要であり急務である。 

143



 
＜プロフィール＞ 

 
H19 年 岩手医科大学卒業 

岩手県立久慈病院 初期臨床研修 
H21 年 岩手医大 糖尿病代謝内科 
H23 年  普代村国民健康保険診療所  

                            R2 年   岩手県立久慈病院 消化器内科  
R5 年 くじ整形外科・内科クリニック開業 
 

私は故郷である岩手県普代村の養成医師として医師となりました。 
臨床医としての経験が研修医時代を含め 3 年間しかないとても未熟な時期に、普代村の

唯一の医療機関である普代村国保診療所に村唯一の医師として赴任し、9 年間地域医療に没

頭しました。赴任直前の 3 月 11 日に東日本大震災が発生し村は甚大な被害を受けました。

故郷がとても大変な時期に赴任することに対し、自分の背負った「宿命・使命」を強く感じ、

復興・復旧に向け懸命に進む住民の皆さんと共に支え合いながら歩んだ 9 年間だったと感

じています。 
未熟な時期に「一村一医師」として診療所を背負うことにプレッシャーや不安は多くあり

ましたが、今振り返ると気概や好奇心のほうが大きかったように思います。また、未熟な時

期だからこそ「素直に感じて学べる」ことが多く、かけがえのない貴重な経験がそこにはあ

りました。そしてその経験は私の医師人生の一番大きな財産であると確信しています。 
 
医師としてのスキルは先輩医師の指導や整った医療設備によってのみ育つものではない

と思います。私は 9 年間の赴任期間中、医師は私一人しかいない環境の中で、診療所の同僚

や地域の他職種の方々、そして住民の皆さん（患者やその家族）に育てていただいたと強く

感じています。そして私の「ドクターマインド」は地域医療に携わることができたからこそ

培われてきたと思います。（※もちろん、そこには基幹病院である県立久慈病院が受け皿と

なり診療所での検査や治療が困難な患者を引き受けていただき、そして私自身のスキル向
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上のため毎週糖尿病外来で研修や外来をさせていただき専門性も高めることができたこと

が大きな力であり支えであったためできたことです） 
だからこそ一人でも多くの若手医師の皆さんに「地域医療の面白さ」を経験して欲しいと

強く思います。一生でなくても良いのです、例え数年でも地域医療に携わることができたら、

今までに感じたことのない「臨床医としての面白さ・やりがい」をきっと感じることができ

ると思います。医師としてどのような路を歩むにせよ、例え数年でも、一度は地域医療を経

験し、そこで培われたそれぞれの「医師としてのマインド」を糧に「患者の人生に寄り添う

真の医療者」になって欲しいと、後輩医師の皆さんに対し切に願います。 
 
現在、私は夫とともに普代診療所の基幹病院のある久慈市で開業医として働いています。

夫は宮城県仙台市出身で東北大学を卒業しましたが、整形外科医の開業医のいないこの地

域で共に地域医療を志してくれたことに感謝しています。 
久慈医療圏は普代村も含まれるため、引き続き普代村の方々も診療させていただき、さら

にこれまでより範囲を広げ周辺市町村の方々にも寄り添った診療を目指しこの地域に根差

して頑張っています。 
普代村の養成医師として医師になり地域医療の経験ができたからこそ今の私が在ります。

自分の与えられた環境の下で、そして自分を一番必要としてくれる場所で頑張ってくるこ

とができたからこそ、今、私はこうして幸せな医師人生を歩んでいます。 
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これまでのプログラム
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第１回 地域推薦枠医学生の卒前教育をどうするか？

～問題点の抽出と対策に関するシンポジウム～

日 時：2009年2月13日（金曜日） 13:00～16:50

場 所：都道府県会館（東京 赤坂見附）１階大会議室

司 会：井上 和男 先生 東京大学 准教授

嶽﨑 俊郎 鹿児島大学 教授

13：00 開始 開催趣旨説明（司会：井上和男 先生、嶽﨑俊郎 先生）

13：10 基調講演① 医師確保の取り組みについて

（文部科学省 高等教育局 医学教育課長 新木一弘 様）

13：30 基調講演② 諸外国における医療過疎地のための医師養成

－我が国の「地域枠」に資すること－

（東京大学 公衆衛生学准教授 井上和男 先生）

13：50 基調講演③ 全国の地域推薦枠医学生の現状

（鹿児島大学 根路銘安仁 先生）

14：00 ① 自治医大の学生教育と卒後進路の現状

（地域医療学センター 地域医療学教授 梶井英治 先生）

14：20 ② 特別推薦枠学生教育-札幌医科大学の取り組み

（地域医療総合学講座教授 山本和利 先生）

14：40 ポスター討論

（ポスターは当センターにて各大学の事前情報に基づき作成展示）

15：10 ③ 滋賀医科大学における地域基盤型医学教育の取り組み

（家庭医療学講座教授 三ッ浪健一 先生）

15：30 ④ 岐阜大学地域医療医学センター（CRM)の取り組み

～地域枠創設をきっかけにした医学科カリキュラム修正

（地域医療医学センター教授 村上啓雄 先生）

15：50 総合討論

16：45 特別発言（自治医大学学長 高久史麿 先生）
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第２回 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～大学と自治体の連携に関するシンポジウム～

日 時：2010年2月19日（金曜日） 13:00～16:40

場 所：都道府県会館（東京 赤坂見附）１階大会議室

司会：鎌村 好孝 先生 徳島県医療環境整備室 室長

嶽﨑 俊郎 鹿児島大学 教授

13：00 開始 開催趣旨説明

大脇哲洋 鹿児島大学 特任教授

13：10 講演① 島根県での取り組み

a 島根県 木村 清志 先生 健康福祉部医療企画監

b 島根大学 熊倉 俊一 先生 地域医療教育学 教授

14：00 講演② 高知県での取り組み

a 高知県 家保 英隆 先生 医師確保推進課

b 高知大学 阿波谷敏英 先生 家庭医療学講座 教授

14：50 休憩・ポスター討論

（ポスターは当センターにて

各大学・自治体の事前情報に基づき作成展示します。）

15：05 講演③ 鹿児島県での取り組み・医学生の感想

a 鹿児島県 永山 達也 氏 医療制度改革推進室室長補佐

b 鹿児島大学 根路銘安仁 先生 当センター 特任准教授

c 鹿児島大学医学部医学科 八代悠希 さん 地域推薦枠医学２年生

15：55 総合討論

16：40 終了
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第３回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～地域医療実習の実践 地域推薦枠医学生及び一般医学生への取り組み～

日 時：2011 年3 月4 日（金曜日） 13:00～16:30

場 所：都道府県会館（東京 赤坂見附）１階大会議室

13：00 開始 開催趣旨説明

嶽﨑 俊郎（鹿児島大学離島へき地医療人育成センター センター長）

13：10 講演「地域医療マインド醸成のための地域医療実習のあり方」

岡山 雅信 先生（自治医科大学 地域医療学センター地域医療学部門 准教授）

14：00 地域医療実習教育全国アンケート集計報告

根路銘 安仁（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター 特任准教授）

14：20 各大学の実習への取り組み紹介

司会：岡山 雅信 先生（自治医科大学 地域医療学センター 准教授）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長）

①前田 隆浩 先生（長崎大学 離島・へき地医療学講座 教授）

14：40 休憩

15：00 各大学の実習への取り組み紹介

②佐藤 勝 先生 （岡山大学 地域医療人材育成講座 教授）

③前野 哲博 先生（筑波大学 地域医療教育学 教授）

④山本 和利 先生（札幌医科大学 地域医療総合医学講座 教授）

16：00 総合討論

16：30 終了

149



第４回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～地域推薦枠医学生のキャリアアップの構築～

日 時：2012年3月2日(金曜日) 13：40～16：40

場 所：シェーンバッハ・サボー（砂防会館別館：東京 永田町）

１階 淀・信濃ホール

司会：梶井英治 先生（自治医科大学 地域医療学センター センター長）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長）

13：40 第4回 全国シンポジウム 開催挨拶

13：50 報告：全国地域医療教育協議会アンケート結果

前野哲博 先生（筑波大学 地域医療教育学講座 教授）

14：10 ①「地域(医療)枠学生のキャリア形成ーＭｉｓｓｉｏｎと自己実現ー」

井上和男 先生（帝京大学 地域医療学 教授）

14：30 ②「岐阜県医学生修学資金と岐阜県医師育成・確保コンソーシアム」

村上啓雄 先生（岐阜大学 地域医療医学センター 教授）

14：50 休憩

15：00 ③「和歌山県立医科大学の地域枠入学医学部生に対する取組みについて」

上野雅巳 先生（和歌山県地域医療支援センター センター長）

15：20 ④「地域医療再生のための大学と地域医療機関による

１年生からの卒前・卒後シームレスな医師育成・キャリア形成体制構築

－地域枠推薦医学生と「総合力ある専門医」―」

長谷川仁志 先生（秋田大学 総合地域医療推進学 寄附講座教授）

15：40 総合討論

16：40 終了
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第５回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～地域住民が医師を育てる～

日 時：2013年3月1日(金曜日) 14：00～16：30

場 所：都道府県会館（東京 赤坂）

参加者：地域医療に関心のある、行政・医療職・医学生・一般の方々

司 会：谷 憲治 先生（徳島大学 総合診療医学分野 教授）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長）

14：00 ①福井県高浜町

・住民（今井宗雄 様「たかはま地域医療サポーターの会」代表）

・医師（井階友貴 先生 高浜町和田診療所 所長）

14：30 ②岐阜県揖斐川町

・行政（高橋真紀 様 揖斐川町高齢福祉課 主査）

・医師（吉村 学 先生 揖斐郡北西部地域医療センター センター長）

15：00 ③徳島県牟岐町

・住民（石本知恵子 様 牟岐町婦人連合会 会長）

・医師（谷 憲治 先生 徳島大学総合診療医学分野 教授）

15：30 ④高知県馬路村・梼原町

・行政（木下彰二 様 健康福祉課 課長）

・医師（渡邉聡子 先生 町立国保梼原病院）

（阿波谷敏英 先生 高知大学家庭医療学講座 教授）

15：40 総合討論

16：40 終了
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第６回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～卒後のキャリアと専門医制度～

日 時：2014年2月21日(金曜日) 13：30～16：30

場 所：JPタワーホール＆カンファレンス ４Fホール（東京駅丸の内南口前）

参加者：地域医療に関する事象に携わる自治体・大学・学生・学会並びに興味のある方

司 会：鎌村好孝 先生（徳島県庁 保健福祉部 健康増進課 課長：医師）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター長）

13：30 開会挨拶（嶽﨑俊郎）

13：35 開催趣旨説明 （鹿児島大学 地域医療学分野 教授 大脇哲洋）
13：35 情報提供 全国調査結果報告 -医師修学資金貸与を受ける学生の現状-

（鹿児島大学 地域医療学分野 准教授 根路銘安仁）

～講演～
14：00 ①新設される日本専門医機構への提言

日本専門医制評価・認定機構 理事長 池田康夫 先生

14：15 ②新たな専門医の仕組みへの支援と医師確保対策・地域枠について
厚生労働省 医政局医事課 主査 松村漠志 先生

14：30 ③これからの専門医制度に対する、
自治医大およびプライマリ・ケア連合学会としての考え
自治医科大学 地域医療学センター 地域医療学部門 教授、
日本プライマリ・ケア連合学会 副理事長 梶井英治 先生

14：45 ④麻酔科学会の新専門医制度における地域枠卒業医師への対応
日本麻酔科学会 教育委員会 委員長・理事、
鹿児島大学 侵襲制御学（麻酔・蘇生学講座）教授 上村裕一 先生

15：00 ⑤キャリア形成と義務履行との狭間の中で-行政の立場から-
鹿児島県 保健福祉部 地域医療整備課 課長：医師 中俣和幸 先生

15：15 休憩

15：30 討論・まとめ

16：30 終了
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第７回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～地域推薦枠医学生・医師の教育・キャリア形成に

地域医療支援センターが果たす役割～

日 時：2015年2月20日(金曜日) 13：30～16：30

場 所：JPタワーホール＆カンファレンス ４Fホール（東京駅丸の内南口前）

参加者：地域医療支援センター関係者など、地域推薦枠医学生に関する事象に携わる

自治体・大学・学生・医療機関並びに地域医療教育に興味のある方々

司 会：中俣和幸 先生（鹿児島県 地域医療整備課 参事・課長：医師）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座 教授）

13：30 開会挨拶

13：35 開催趣旨説明

～基調講演～

13：40 「医療法に位置付けられた地域医療支援センターへの期待」

厚生労働省医政局地域医療計画課 医師確保等地域医療対策室 室長

佐々木 昌弘 先生（当日：代理講演 廣澤 友也 先生）

～講演～

14：00 「岡山県地域医療支援センターの役割」

岡山県地域医療支援センター岡山大学支部 助教

岩瀬 敏秀 先生

14：20 「一般社団法人しまね地域医療支援センターの取組～地域医療支援センターが果たす役割～」

一般社団法人 しまね地域医療支援センター 主任主事

勝部 琢治 先生

14：40 「とちぎ地域医療支援センターの取組」

栃木県保健福祉部医療政策課 とちぎ地域医療支援センター 専任医師

渡辺 晃紀 先生

15：00 「三重大学における地域枠学生を含む卒前・卒後教育の課題と取組み」

三重大学大学院医学系研究科肝胆膵・移植外科 医学・看護教育センター 准教授

櫻井 洋至 先生

15：20 休憩

15：40 討論

16：30 終了
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第８回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～新専門医制度下のキャリア形成～

日 時：2016年2月19日(金曜日) 13：30～16：30

場 所：JPタワーホール＆カンファレンス ４Fホール（東京駅丸の内南口前）

参加者：地域医療支援センター関係者など、地域推薦枠医学生に関する事象に携わる

自治体・大学・学生・医療機関並びに地域医療教育に興味のある方々、地域

医療支援センターなど

司 会：井口清太郎先生（新潟大学大学院医歯学総合研究科 総合地域医療学講座 教授）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座 教授）

13：30 開会挨拶

13：35 開催趣旨説明

～シンポジウム～

13：40 「専門医制度の改革-日本専門医機構から-」

一般社団法人日本専門医機構 理事・専門医制度検討委員会委員長

徳島文理大学 副学長 千田 彰一先生

14：00 「日本プライマリ・ケア連合学会の立場から」

一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会 副理事長

筑波大学 地域医療教育学 教授 前野哲博 先生

14：20 「地域医療支援センターの立場から」

栃木県保健福祉部医療政策課 とちぎ地域医療支援センター 専任医師

渡辺 晃紀 先生

14：40 「地域医療教育と地域枠制度の実態～地域医療教育に関する全国調査の結果から～」

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科社会医療科学講座 地域医療学分野 教授

前田 隆浩 先生

15：00 休憩

15：15 「鹿児島大学病院での後期研修への取り組み」

鹿児島大学病院 総合臨床研修センター 副センター長 瀬戸山 仁 先生

15：30 「地域枠医学生として考える事」

鹿児島大学地域推薦枠医学生5年生 鬼ケ原 幹久・河野 眞子

15：50 討論

16：30 終了
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第９回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～新専門医制度と地域枠卒業医師のその後～

日 時：2017年2月17日(金曜日) 13：30～16：30
場 所：一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター内）

参加者：地域医療支援センター関係者など、地域推薦枠医学生に関する事象に携わる
自治体・大学・学生・医療機関並びに地域医療教育に興味のある方々、地域
医療支援センターなど

司 会：前野 哲博 先生（筑波大学大学院人間総合科学研究科 地域医療教育学分野 教授）
嶽﨑 俊郎（鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座 教授）

13：30 開会挨拶

13：35 開催趣旨説明

～シンポジウム～

13：40 基調講演「専門医制度の現状と課題」

一般社団法人日本専門医機構 理事長 吉村 博邦 先生

14：25 地域枠卒業医師の声①

「総合医志向の地域枠卒業生が豪雪山間地中規模病院で研修を始めて感じた課題」

新潟大学 川井 洋輔 先生

14：40 地域枠卒業医師の声②

「岐阜大学 地域枠卒業生の声 －女性医師の視点から－」

岐阜大学 髙原 万友香 先生

14：55 休憩

15：10 地域枠卒業医師の声③

「長崎大学医学部地域枠に育てられて」

長崎大学 本石 裕也 先生

15：25 地域枠卒業医師の声④

「地域枠として学生時代と研修医時代を過ごし、考えること」

鹿児島大学 辻 紘明 先生

15：40 討論

川井 洋輔 先生（地域枠卒業医師 新潟大学）

髙原 万友香 先生（地域枠卒業医師 岐阜大学）

本石 裕也 先生（地域枠卒業医師 長崎大学）

辻 紘明 先生（地域枠卒業医師 鹿児島大学）

吉村 博邦 先生（一般社団法人日本専門医機構 理事長）

村上 啓雄 先生（岐阜大学医学部附属地域医療医学センター 教授）

大脇 哲洋（鹿児島大学地域医療学分野 教授）

16：30 終了
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第１０回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～新専門医制度と地域枠卒業医師の動向～

日 時：2018年2月16日(金曜日) 13：30～16：30
場 所：一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター内）

参加者：地域医療支援センター関係者など、地域推薦枠医学生に関する事象に携わる
自治体・大学・学生・医療機関並びに地域医療教育に興味のある方々、地域
医療支援センターなど

司 会：前田 隆浩 先生（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 地域医療教育学分野 教授）
嶽﨑 俊郎（鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座 教授）

13：30 開会挨拶

13：35 開催趣旨説明

～シンポジウム～

13：40 基調講演「新専門医制度について」

一般社団法人日本専門医機構 副理事長 松原 謙二 先生

14：10 地域枠卒業医師の専攻医プログラム選択状況

鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター 教授 大脇 哲洋

14：20 広島大学医学部ふるさと枠の現状

広島大学大学院医歯薬保健学研究科地域医療システム学講座 教授

松本 正俊 先生

14：35 新潟県の県修学生に対するキャリア形成支援について

新潟県 地域医療支援センター センター長 神田 健史 先生

14：50 休憩

15：05 地域枠卒業医師から①

鹿児島大学地域枠卒業 研修医２年目医師 牛飼 純平 先生

15：15 地域枠卒業医師から②

広島大学地域枠卒業 研修医２年目医師 笹部 祥子 先生

15：25 地域枠卒業医師から③

信州大学地域枠卒業 研修医２年目医師 佐藤 里香 先生

15：35 討論

16：30 終了
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第１１回全国シンポジウム 地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～地域医療対策協議会の役割と変 を受けて～

日 時 ： 2019年3月1日(金曜日) 13：30～16：30 
場 所 ： 一橋大学一橋講堂 (東京都千代田区一ツ橋)

参加者 ：地域枠医学生に関する事象に携わる自治体・大学・学生・医療機関並びに
地域医療教育に興味のある方々、地域医療支援センター関係者など

司 会 ：井口清太郎（新潟大学大学院 新潟地域医療学講座 地域医療部門 教授）
嶽﨑俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長)

～シンポジウム～

13：00 開会挨拶

鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長

13：05 本会企画者 挨拶 開催趣旨説明

新潟大学大学院 地域医療学講座 地域医療部門 特任教授 井口 清太郎

13：10 「2018年度地域枠卒業医師の専攻医プログラム選択状況」

鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター 教授 大脇哲洋

13：15 「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか」

日本医師会 副会長／日本専門医機構 副理事長 今村 聡 先生

13：35 基調講演「医師法・医療法改正後に期待される地対協の役割」

厚生労働省医政局 地域医療対策課長 鈴木 建彦 様

14：15 「熊本県における医師不足の現状と、医師修学資金貸与学生・医師への教育、支援」

熊本大学医学部附属病院地域医療・総合診療実践学講座 特任教授 松井 邦彦 先生

14：35 「新潟県の地域医療対策協議会と県修学生のキャリア形成支援について」

新潟県地域医療支援センター センター長 神田 健史 先生

14：55 休 憩

15：15 地域枠卒業医師から

新潟大学地域枠卒業 専攻医1年目 久代 航平 先生

15：25 地域枠卒業医師から

鹿児島大学地域枠卒業 専攻医1年目 永野 大河 先生

15：35 討 論

16：30 終 了
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第１２回 全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」
～地域枠制度がもたらしたもの～

日 時：令和２年２月14日（金曜日）13：00～16： 40

場 所：一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター内）
参加者：地域枠医学生に関する事象に携わる自治体・大学・学生・医療機関並びに

地域医療教育に興味のある方々、地域医療支援センター関係者など

司 会：岡山 雅信（神戸大学大学院 地域医療教育学部門 特命教授）

嶽﨑 俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長)

～シンポジウム～

13：00 開会挨拶

13：05 本会企画者 挨拶 開催趣旨説明

神戸大学大学院 地域医療教育学部門 特命教授 岡山 雅信

13：15 「全国の2019年度専攻医選択状況と離脱への対応」

鹿児島大学 地域医療学分野 教授 大脇 哲洋

13：20 基調講演「地域枠の今後の展望」

厚生労働省 医政局医事課 課長補佐 扇屋 りん 様

14：00 休 憩

14：15 「地域枠の役割と効果について」

鹿児島県くらし保健福祉部次長 中俣 和幸 先生

14：35 「岩手の地域医療を支える地域枠養成医師への期待」

岩手県保健福祉部医療政策室 医務課長 福士 昭 様

14：55 「徳島県の地域枠医師の動向と僻地病院における地域枠受入れの現状について」

徳島県つるぎ町立半田病院 病院長 須藤 泰史 先生

15：15 「日本の国情・2次医療圏の実情解析から展開した地域枠制度の12年

―分野別認証評価・新専門医制度・働き方改革時代における生命線としての将来像―」

秋田大学 医学教育学 教授 長谷川 仁志 先生

15：35 休 憩【時間調整】

15：45 討 論

16：40 終 了
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第１３回 全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」
～ICTを活用したこれからの地域医療/プライマリケア教育・研修を考える～

日 時 ： 2022年2月18日(金曜日) 13：00～15：20 

開催方法 ： オンライン開催（ZOOMウェビナー）

参 加 者 ： 地域枠医学生に関する事象に携わる自治体・大学・学生・医療機関並びに

地域医療教育に興味のある方々、地域医療支援センター関係者など

司 会 ： 長谷川 仁志 先生（秋田大学大学院医学系研究科 医学教育学講座 教授）

嶽﨑 俊郎（鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長)

～シンポジウム～

13：00 開会挨拶

鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター センター長 嶽﨑 俊郎

13：05 本会企画者 挨拶 開催趣旨説明

秋田大学大学院医学研究科 医学教育学講座 教授 長谷川 仁志 先生

13：10 「地域枠医師定員増の地域での効果と専攻医選択状況の特徴」

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野 教授 大脇 哲洋

13：20 基調講演「地域枠の今後の展望」

厚生労働省 医政局医事課 主査 野口 裕輔 様

13：50 「デジタル教育を現場教育とハイブリットしてプライマリケア・

地域包括ケア教育の経験値を向上する」

秋田大学大学院医学系研究科 医学教育学講座 教授 長谷川 仁志 先生

14：00 「デジタルを活用したこれからの地域医療実習・プライマリケア・臨床推論教材と評価」

自治医科大学 医学教育センター 准教授 松山 泰 先生

14：10 休 憩

14：20 「デジタルを活用した外科系遠隔教育の工夫」

新潟大学医歯学総合病院 総合研修部・医師研修センター 特任講師 磯部 真倫 先生

14：30 「biopsychosocial model の疑似体験による地域包括ケア教育」

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野 講師 網谷 真理恵

14：40 「医学生・看護学生・薬学生のためのオンライン地域医療実習と今後の展開」

山口県立総合医療センター へき地医療支援センター センター長 原田 昌範 先生

14：50 討 論

15：20 終 了
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～シンポジウム～

13：00 開会挨拶 開催趣旨説明

13：05 基調講演：「キャリア形成卒前支援プランについて

～キャリア形成プログラム運用指針の改正をふまえて～」

厚生労働省 医政局 地域医療計画課 医療確保対策専門官 篠塚 健 様

13：35 「全国及び、地域枠の専攻医選択状況」

鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科

離島へき地医療人育成センター/地域医療学 教授 大脇 哲洋

13：40 「地域枠学生に対する新潟県の卒前支援」

新潟県福祉保健部 福祉保健総務課（医療政策担当）参与 兼

地域医療支援センター センター長 神田 健史 様

「新潟大学における体制と取り組み」

新潟大学大学院医歯学総合研究科 地域医療確保・地域医療課題解決支援講座

地域医療分野 特任教授 井口 清太郎 先生

14：00 休 憩

14：10 「宮崎県における地域枠医学生の卒前・卒後教育の充実に向けて」

宮崎大学医学部 地域医療・総合診療医学講座 教授 吉村 学 先生

宮崎県福祉保健部 医療政策課 課長 長倉 正朋 様

14：30 「広島県の地域枠卒業医師・医学生のキャリア形成支援と今後の展開

～広島大学（ふるさと枠）を中心として～」

広島大学大学院 医系科学研究科 地域医療システム学 教授 松本 正俊 先生

広島県地域保健医療推進機構 広島県地域医療支援センター 部長 沼﨑 清司 様

14：50 「鹿児島県におけるキャリア形成プログラムの策定」

鹿児島県くらし保健福祉部 医師・看護人材課 課長 下野 弘樹 様

「鹿児島県におけるキャリア形成プログラムの運用」

鹿児島大学病院 地域医療支援センター センター長 嶽﨑 俊郎 先生

15：10 休 憩

15：20 討 論

16：10 終 了

日 時 ： 2023年2月17日(金曜日) 13：00～16：10 

開催方法 ： ハイブリッド開催（会場：一橋講堂 オンライン：ZOOM配信）

参 加 者 ： 地域枠医学生に関する事象に携わる自治体・大学・学生・医療機関並びに

地域医療教育に興味のある方々、地域医療支援センター関係者など

司 会 ：松本 正俊（広島大学大学院 医系科学研究科 地域医療システム学 教授）

大脇 哲洋（鹿児島大学大学院 離島へき地医療人育成センター/地域医療学 教授)

第１４回 全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」
～シームレスなキャリア形成プログラムの策定と運用～
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～シンポジウム～

13：00 開会挨拶

13：05 基調講演

「医師偏在対策・医学部臨時定員について」

厚生労働省医政局医事課 主査 染谷 拓郎 様

13：35 「研修医・専攻医の状況 地域枠制度の効果」

鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科

地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 教授 大脇 哲洋

13：50 話題提供

「鹿児島大学での調査結果『地域枠医師の専攻取得とキャリアの現状と個別の意見』」

鹿児島大学病院 地域医療支援センター 副センター長 東 桂子 先生

鹿児島大学医学部医学科５年 河野 裕佳

14：05 休 憩（20分間）

14：25 シンポジウム

①2015年 新潟大学卒業 消化器内科専門 杉田 萌乃 先生

「医師としての魅力 ~地域枠生から専攻医へのあゆみ~」

14：40 ②2014年 岐阜大学卒業 血液内科専門 金田 裕人 先生

「地域枠入学から15年 血液内科医としての地域医療との関わり」

14：55 ③2014年 長崎大学卒業 総合診療専門 本石 裕也 先生

「わたしのキャリア形成 ー義務中に離島で見つけたやりたい医療ー」

15：10 ④2015年 鹿児島大学卒業 消化器内科専門 豊留 孝史郎 先生

「離島から世界をねらうとは？」

15：25  休 憩（10分間）

15：35 討 論

16：30 終 了

日 時 ： 2024年3月1日（金曜日）13：00～16：30 

開催方法 ： ハイブリッド開催（会場：一橋講堂 オンライン：ZOOM配信）

参 加 者 ： 地域枠医学生に関する事象に携わる自治体・大学・学生・医療機関並びに

地域医療教育に興味のある方々、地域医療支援センター関係者など

司 会 ：永田 康浩（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 地域医療学分野 教授）

大脇 哲洋（鹿児島大学大学院 離島へき地医療人育成センター/地域医療学 教授)

第１５回 全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」
～地域枠１期生医師からの示唆～
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鹿児島大学 離島へき地医療人育成センター

▼設置年度：平成19年4月（平成25年1月1日より鹿児島大学大学院医歯学総合研究科の常設講座となる。）

▼設置目的：全国の医学部学生、大学院生、および医師に門戸を開いて離島へき地医療に貢献できる医療人の

育成を目的とする。人的資源の質を高め、離島へき地に関わる人材を増やすことを目標とする。

▼〒890-8544 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1 TEL 099-275-6898     FAX 099-275-6899

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野 ／ 離島へき地医療人育成センター

▼E-mail：ecdr-office@umin.ac.jp

▼ホームページ：https://www3.kufm.kagoshima-u.ac.jp/ecdr/

【当職員及び協力施設職員】

▼大脇 哲洋 （鹿児島大学 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 教授）

専門分野：地域医療学、消化器外科、乳腺内分泌外科、臨床栄養

▼網谷 真理恵 （鹿児島大学 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 准教授）

専門分野：地域医療学、心身医学、漢方医学、医学教育

▼指宿 りえ （鹿児島大学 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 助教）

専門分野：栄養疫学、離島医療学

▼水間 喜美子 （鹿児島大学 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 特任助教）

専門分野：地域医療学、社会医学、医学教育、社会福祉学

▼﨑山 隼人 （鹿児島大学 医療人材連携教育センター 特任助教）

専門分野：地域医療学、家庭医療学、在宅医療

▼松元 沙也那 （地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 技能補佐員）

▼安川 千巻 （地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 技能補佐員）

▼橋口 真梨花 （医療人材連携教育センター 技能補佐員）

▼岩井田 佑美 （医療人材連携教育センター 技能補佐員）
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